
 
平
成
二
十
五
年
度  

未
来
の
京
都
創
造
研
究
事
業

研
究
だ
よ
り

　

研
究
者
、
市
民
、

学
生
、
京
都
市
職
員

な
ど
合
わ
せ
て
約
70

名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
年
度
末
の
平
日

の
夜
に
も
か
か
わ
ら

ず
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
７
月

か
ら
実
質
９
カ
月
の

調
査
研
究
期
間
で
し

た
が
、
各
研
究
グ
ル
ー
プ
は
精
力
的
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
京
都
市
の

各
担
当
部
署
か
ら
は
研
究
者
へ
の
デ
ー

タ
・
情
報
提
供
、
実
務
担
当
だ
か
ら
こ

そ
の
助
言
や
提
案
な
ど
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
職
員
の
声
も
研
究
成
果
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
術

的
か
つ
実
践
的
な
成
果
を

獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

各
研
究
者
に
は
、
そ
の

分
野
の
専
門
で
は
な
い
方

に
も
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
一
人
25
分

程
度
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
で
の
発
表
だ
っ
た
た
め
、

詳
細
に
お
伝
え
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
最
終
的
な
調
査
・
研
究
の

成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は
６
月
を
め

ど
に
作
成
し
ま
す
。
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
京
都
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
事
業
は
、
大
学
の
若
手
研
究
者
等
と
京
都
市
の
担
当
部
署
が
協
力
し
あ
っ
て
調

査
・
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
京
都
市
の
政
策
や
事
業
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
、
よ

り
実
践
的
な
研
究
成
果
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
公
益
財
団
法
人
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
が
京
都
市
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

今
年
度
の
最
終
号
と
な
る
研
究
だ
よ
り
第
６
号
で
は
、
３
月
19
日（
水
）に
実
施
し

ま
し
た
「
成
果
報
告
会
」
と
「
交
流
会
」
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

成

果

報

告

会

　
　 

　 

２
０
１
４
年
３
月
19
日
（
水
）
18
時
～
20
時
20
分 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
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第 6号

①
柴
田 

昌
三
（
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
・
教
授
）

　

※
当
日
は
飯
田
義
彦
さ
ん
（
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
舎
・

　
　

博
士
後
期
課
程
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
民
生
活
に
お
け
る
自
然
環
境
共
生
の
知
見
と
身
近
な
生
物
相
の
実
態
評
価
」

②
大
室 

悦
賀
（
京
都
産
業
大
学
経
営
学
部
・
准
教
授
）

　
「
学
生
参
加
型
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
を
利
用
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

　

 

の
育
成
・
普
及
に
か
か
わ
る
実
証
研
究
」

③
森
重 

幸
子
（
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
・
研
究
員
）

　
「
幹
線
道
路
に
隣
接
す
る
細
街
路
の
都
市
計
画
上
の
課
題

　

  

－

『
歴
史
細
街
路
』
の
維
持
保
全
に
向
け
て

－

」

④
吉
田 

満
梨
（
立
命
館
大
学
経
営
学
部
・
准
教
授
）

　
「
和
装
関
連
市
場
に
お
け
る
新
た
な
セ
グ
メ
ン
ト
と
そ

　

  

の
特
性
の
分
析
」

研
究
代
表
者
と
研
究
タ
イ
ト
ル
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　時が経つのは早いもので、ま
た１年が終わろうとしています。
それも３回目となりました。今
年度は４テーマを取り上げまし
た。例年のことですが、研究対
象がすべて異なるために苦労
が多かったものの、終わりを迎
え（少しだけ）ほっとしています。
しかしもっとできたのではない
かと考え、来年度にはもっと良
い成果が得られるようにしな
いと、と意を新たにしています。
各研究者を始め、市の各担当
者、アンケートやヒアリングに
協力していただいた皆様には
改めてお礼申し上げます。
　最後の報告書作成・ＨＰ公
開までしっかりやります。来年
度に、またお会いしましょう！！

追伸
本事業の過去の研究結果や事
業概要を記載したパンフレット
を作成しました。こちらもご覧
ください。

編 集 後 記

公益財団法人
大学コンソーシアム京都
高等教育研究推進事業部
シンクタンク事業
TEL：075-708-5803　
FAX：075-353-9101
E-mail：
mirainokyoto@consortium.or.jp

http://www.consortium.or.jp/contents_detail.php?frmId=2856

ご意見・ご感想は、
以下の問い合わせ先まで、
お気軽にお寄せください。

〈会場の様子〉
研究テーマごとに
テーブルで分かれ
て自由闊達に議論
しました。

交

流

会

　
　
　 

　
　  

２
０
１
４
年
３
月
19
日
（
水
）
20
時
25
分
～
21
時 

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都

　

研
究
テ
ー
マ
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
で
ま

と
ま
り
、
発
表
さ
れ
た
内
容
に
対
す
る

感
想
や
参
加
者
自
身
の
経
験
・
意
見
な

ど
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
究
代
表
者
を
取
り
囲
む
か
た
ち
で
、

他
大
学
の
研
究
者
、
学
生
、
市
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
市
の
担
当
職
員
な
ど
合

わ
せ
て
約
40
名
が
参
加
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
話
し
合
い
が
進

み
、
大
変
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
の
目
的
の
一
つ
が
、
普

段
は
知
り
合
え
な
い
人
た
ち
と
面
識
を

も
っ
て
も
ら
い
今
後
の
活
動
に
な
ん
ら

か
活
か
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
か

ら
結
論
を
出
し
た
り
共
通
の
認
識
を
得

る
と
い
う
こ
と
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

立
場
や
専
門
分
野
が
違
う
人
か
ら
の
視

点
・
意
見
は
自
ら
の
「
気
づ
き
」
に
な

り
ま
す
。
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
実
際
、

過
去
に
は
こ
の
交
流
会
を
縁
に
研
修
会

の
講
師
依
頼
や
新
た
な
事
業
を
一
緒
に

始
め
る
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の

一
端
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
流
が
主
目
的
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

あ
る
程
度
は
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
時
間
不
足
で
「
こ
れ

か
ら
な
の
に
・
・
」
だ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
細
か
い
議
論
は
今
後
、
き
ょ

う
新
し
く
築
か
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆

使
し
て
場
を
変
え
て

や
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
事
務
局
と
し
て

は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

各
参
加
者
の
こ
れ
か

ら
の
積
極
的
な
取
組

に
期
待
し
ま
す
。

大学コンソーシアム京都 未来の京都 　 検索
↑


